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朋僧
第34回札幌腎友会定期総会議案
日時：平成21年5月17日（日）AM9：30～12：00

場所：札幌市北区北25条西6丁目

札幌市北区民センター3階講義室

総会のご案内について

上記のとおり総会を開催致しますので　ぜひご出席してください

なお　当日都合により出席出来ない方は　会則第12条に基づき　各施設幹

事の出席をもって委任状提出者とみなし　議事議決の権限を各施設幹事に委任

させていただきます

また　文書発言用紙により意見を述べることが出来ます

総会当日は　この議案書を必ずご持参ください

■
総
会
会
場
案
内
図



第34回総会次第

1．開会のあいさつ

2．黙　　と　　う

3．会長のあいさつ

4．来賓のあいさつ

5．祝電、メッセージ披露

6．議　長　選　出

7．報　告　事　項

（1）平成20年度　活　動　報　告

（2）平成20年度　決　算　報　告

（3）平成20年度　監　査　報　告

8．審　議　事　項

（1）平成21年度　　　活　動　方　針（案）

（2）平成21年度　　　予　　　　　算（案）

（3）平成21・22年度　役　員　改　選（案）

（4）そ　の　他

9．感謝状贈呈

10．閉会のあいさつ

9：30

12：00
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4
月
1
7
日

5
月
l
日

5
月
日
日

今
日
の
社
会
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
円
高
と
い
う
荒

波
に
飲
み
込
ま
れ
て
、
製
造
業
の
某
紙

は
、
軒
並
み
赤
字
で
膨
大
な
失
業
者
を

生
み
出
し
、
出
口
の
見
え
な
い
不
況
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
の
政
治

も
身
内
の
問
題
で
ご
た
ご
た
続
き
で
、

経
済
の
立
て
直
し
に
向
け
た
国
政
で
は

な
く
、
与
野
党
の
権
力
争
い
に
し
か
見

え
ず
、
私
た
ち
国
民
は
無
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
付
け
は
必
ず
最

後
に
国
民
に
回
っ
て
く
る
の
で
す
。

透
析
患
者
を
取
り
巻
く
状
況
も
益
々

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

平
成
一
九
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た
札

幌
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
中
の
、
札

幌
市
の
障
害
者
交
通
費
助
成
見
直
し
案

に
対
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
署
名
を
集

め
て
い
た
だ
き
札
幌
市
議
会
に
陳
情
習

を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
腎
友

会
独
自
に
札
幌
市
障
が
い
福
祉
課
と
の

意
見
交
換
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
活
動
で
は
、
組
織
強

化
（
会
員
拡
大
）
に
つ
い
て
、
会
員
の

い
な
い
病
院
に
会
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
医
療
講
演
会
の
ポ
ス
タ

ー
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
掲
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
施
設
に
機

関
誌
〝
ど
う
じ
ん
″
P
R
版
と
全
腎
協

発
行
の
　
「
患
者
入
会
の
す
す
め
」
を
送

付
し
、
腎
友
会
の
必
要
性
や
入
会
の
意

義
を
説
明
し
施
設
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
長
期
透
析
者
表
彰
式
を
行

い
、
医
療
講
演
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
親
睦
交
流
会
活
動
、
広
報
活
動
な

ど
、
組
織
強
化
と
会
運
営
に
会
員
と
共

に
力
を
い
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
”
第
8
4
号
（
議
案
吾
）
発
行

陣
が
い
者
交
通
費
助
成
見
直
し
反
対
陳
情
詔
を
市
議
会
へ
提
出

第
3
3
回
札
幌
腎
友
会
定
期
総
会

長
期
透
析
者
表
彰
式
（
北
区
民
セ
ン
タ
ー
　
6
5
名
）

病
院
勉
強
会
参
加
（
て
い
ね
泌
尿
器
科
）

札
幌
市
議
会
厚
生
委
員
会
で
鈴
木
会
長
が
趣
旨
説
明

札
幌
腎
友
会
と
札
幌
市
の
意
見
交
換
会
（
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
　
粥
名
）

第
1
回
幹
事
会
（
北
区
民
セ
ン
タ
ー
　
2
9
名
）

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
第
警
づ
発
行

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
臨
時
叩
号
発
行

医
療
講
演
会
（
北
区
民
セ
ン
タ
ー
　
5
8
名
）

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
大
通
り
西
3
丁
目
　
4
4
名
）

第
2
回
幹
事
会
（
北
区
民
セ
ン
タ
1
　
3
1
名
）

道
腎
協
役
員
研
修
会
（
幹
事
出
席
　
1
名
）

平
成
2
0
年
度
上
期
会
計
監
査
（
棚
田
監
査
役
）

平
成
2
0
年
度
上
期
会
計
監
査
　
（
山
田
監
査
役
）

国
会
請
願
署
名
募
金
運
動
開
始

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
臨
時
2
1
号
発
行

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
第
讐
ヤ
発
行

●
平
成
2
1
年

●
平
成
2
0
年

4
月
4
日
仙
機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
臨
時
1
9
号
発
行

4
月
1
0
日
W
道
腎
協
3
0
周
年
記
念
誌
発
送

1
月
1
8
日
旧
幹
事
新
年
会
（
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
ホ
テ
ル
札
幌
　
1
3
名
）

2
月
2
2
旦
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
サ
ッ
ポ
ロ
テ
イ
セ
ン
ボ
ウ
ル
　
4
4
名
）

3
月
1
6
旦
第
3
回
幹
事
会
（
北
区
民
セ
ン
タ
ー
3
4
名
）

3
月
3
1
旦
機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
第
㍍
号
発
行

※
各
月
末
に
事
務
局
打
合
わ
せ
を
実
施
。
ま
た
各
実
行
委
員
会
や
編
集
委
員
会
・

発
送
（
準
備
）
な
ど
何
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
省
略
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。



◆　十十十

医療講演会

1
　
会
員
拡
大
と
組
織
の

強
化

機
関
誌
〝
ど
う
じ
ん
″
P
R
版
の
配

布
と
設
置
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

愛
心
メ
モ
リ
ア
ル
病
院
・
札
幌
社
会

保
険
総
合
病
院
・
札
幌
徳
洲
会
病
院
・
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
西
札
幌
病

院
・
南
札
幌
病
院
・
北
海
道
社
会
保
険
病

院
・
南
青
洲
病
院
・
恵
佑
会
札
幌
病
院

に
、
札
幌
腎
友
会
医
療
講
演
会
ポ
ス
タ

ー
と
全
腎
協
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
し

て
掲
示
な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
布
施
川
内
科
医
院
・
札
幌
循

環
器
病
院
・
平
田
内
科
小
児
科
医
院
・
札

幌
開
成
病
院
に
は
全
腎
協
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
・
札
幌
腎
友
会
入
会
案
内
な
ど
も
送

付
し
ま
し
た
。

他
に
、
六
月
八
目
に
て
い
ね
泌
尿
器

科
の
施
設
勉
強
会
に
お
い
て
、
会
長
・

副
会
長
計
三
名
を
派
遣
し
、
会
長
が
昨

年
度
の
講
演
会
で
話
し
た
こ
と
を
再
度

講
演
し
て
き
ま
し
た
。

来
年
度
に
む
け
て
、
組
織
検
討
委
員

会
を
発
足
さ
せ
る
べ
く
、
準
備
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
・
幹
事
・
会
員
の
協
力
の
も
と

で
、
組
織
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
な

り
の
成
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

結
果
、
平
成
二
〇
年
度

三
月
末
会
員
数
一
、
二
一

八
名
（
平
成
一
九
年
度
三

月
未
会
員
数
一
、
三
〇
八

名
）
　
に
な
り
ま
し
た
。

2
　
親
睦
・
交
流

事
業

川
　
長
期
透
析
者
表
彰
式

（
五
月
二
日
）

札
幌
市
北
区
民
セ
ン
タ

ー
三
階
講
義
室
に
お
い

て
、
総
会
の
議
事
の
前
に

「
長
期
透
析
者
表
彰
式
」

を
開
催
し
、
会
員
の
長
期

透
析
者
二
〇
年
）
六
〇

名
の
表
彰
を
し
ま
し
た
。

ま
た
当
日
出
席
の
一
〇
名

に
、
会
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
　
医
療
講
演
会
（
九
月
七
田
）

札
幌
市
北
区
民
セ
ン
タ
ー
三
階
講
義

室
に
お
い
て
、
患
者
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
五
八
名
の
参
加
に
よ
り
、
札
幌

社
会
保
険
総
合
病
院
M
E
部
技
士
長
貴

下
泰
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
透

析
治
療
の
進
歩
〝
患
者
か
ら
見
る
ポ
イ

ン
ト
″
」
　
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

鴇
L㌘

㈲
　
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
三
月
二
二
日
）

サ
ッ
ポ
ロ
テ
イ
セ
ン
ボ
ウ
ル
に
お
い

て
患
者
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
・
応
援
を

含
め
四
四
名
が
参
加
し
て
親
睦
ボ
ウ
リ

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

副
会
長
あ
い
さ
つ
・
実
行
委
員
の
説

明
の
後
、
一
〇
時
一
五
分
に
始
ま
り
、

皆
さ
ん
元
気
良
く
、
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ス

ペ
ア
に
歓
苦
し
、
久
し
ぶ
り
の
ゲ
ー
ム

に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

二
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
会
場
内
で
表
彰

式
を
行
い
、
入
賞
者
が
呼
ば
れ
る
度
に

笑
顔
と
柏
手
で
盛
り
上
が
り
健
闘
を
た

た
え
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
と
ス
ト

レ
ス
発
散
に
な
り
ま
し
た
。

3
　
全
腎
協
・
道
腎
協
お
よ
び

難
病
連
と
の
運
動

川
　
健
康
保
険
制
度
及
び
福
祉
制
度
改

悪
に
反
対
す
る
運
動

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
平
成
二
〇

年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
北
海

道
で
は
、
六
五
～
七
四
歳
ま
で
の
透
析

患
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
選
択
し
な
け
れ
ば
重
度

心
身
障
畜
者
医
療
助
成
制
度
（
マ
ル
障
）

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
半
ば

強
制
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
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ボウリング大会

平成20年度国会請願署名募金結果報告

施　　設　　名 ��8���������H������ｺb�剩ｨ���������������������署　名　数 剳蛛@金　額 剌吹@名　数 剳蛛@金　額 

19年度　20年度 �19年度 �#�D�7��19年度 �#�D�7��19年度 �#�D�7��

石　川　泌　尿　器　科 �3���∠141 ����3����10，000 �9?｢�391 ���0 

稲租公園駅前クリニック �3���∠188 ��x�3����17，500 �&f飛�38n ��cX�3����4．000 

い　の　け　医　院 ��s��ト10 ���0 ��s��l∠10 ���0 

H・N・メディック �#�2�239 ��h�3#���1，000 �#SR�206 塔���5，500 

H・N・メディックさっぽろ東 塔b�104 ��｣��3S���1，000 塔b�10∠1 ���0 

NTT東日本札幌病院 ���2�116 �6s��3����19，000 塔��116 ���3����0 

小笠原クリニック付属外来プラザ �3b�63 度�3S���3，200 �#r�61 ���3����1，000 

勤医協中央病院 鼎#"�370 �#h�3#���29．400 �3C"�322 ��｣��3#���1，000 

クボタ泌尿器科クリニック �3B�30 ���C����1，000 �3R�30 ���0 

クリニック198札幌 ���1∠12 ���8，000 ���133　　　　　0 �0 

KKR札幌医療センター �3��25 儘S����13，000 �3��0 ���0 

光星泌尿器科医院 都R�5′1 滴�3����2．700 度�｣��5Jl ���0 

五輪橋内科医院 �#ヲ�193 �#X�3S���22，000 �#s"�211 度�3S���0 

坂泌尿舘科病院 都��90 �8�3����∠1，000 塔��90 ���0 

札幌北クリニック 都���692 鉄x�CSc��54，100 田Sr�601 店�3����918 

札幌センチュリー病院 ���2�86 嶋�3����6，000 �����84 �*"�1．000 

札幌セントラルクリニック ��3��130 ��｣��C����2，500 ��3��130 ���0 

札　幌　中　央　病　院 ����31 ���0 途�20 ���0 

札幌束クリニック ��｣�ィ�331 �#��3����13，000 ��｣�#"�311 ����3����5，000 

札　幌　北　檎　病　院 田�c���s#���3��3c��ﾈ��#��3����剴S���717l∠1．000 �3，300 

次頁へつづく

つ
い
て
」
に
協
力
し
ま
し

た。

札
幌
市
で
は
平
成
一
九

年
一
〇
月
に
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
を
発
表
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
面
で
障
害
者
の
交

通
費
助
成
見
直
し
を
行
う

内
容
で
し
た
。

平
成
二
〇
年
二
月
の
定

例
議
会
（
厚
生
委
員
会
）

に
お
い
て
、
担
当
者
よ
り

見
直
し
の
具
体
案
（
福
祉

乗
車
券
は
廃
止
に
な
り
、

福
祉
割
引
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
カ

ー
ド
年
間
二
四
、
〇
〇
〇

円
分
に
な
る
。
タ
ク
シ
ー

券
と
ガ
ソ
リ
ン
券
も
年
間

二
四
、
〇
〇
〇
円
分
に
な

る
）
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
腎
友
会
で
は
、
宮
村

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

札
幌
腎
友
会
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
変
更
に
伴
う
、
市
・
区
役
所

の
対
応
の
不
備
に
対
す
る
申
し
入
れ

や
、
情
報
収
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
腎
協
が
五
月
二
八
日
に
北

海
道
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
要
望
書

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
重

度
心
身
障
害
者
医
療
助
成
制
度
適
用
に

も
と
子
市
議
会
議
員
の
助
言
に
よ
り
、

四
月
一
五
日
か
ら
障
智
者
の
交
通
費
助

成
見
直
し
反
対
の
陳
情
署
名
を
会
員
に

お
願
い
し
、
五
月
一
日
に
陳
情
苔
を

五
、
二
八
五
筆
の
署
名
と
共
に
、
札
幌

市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

六
月
一
〇
日
に
陳
情
書
が
市
議
会
厚
生

要
員
会
で
審
議
さ
れ
、
鈴
木
会
長
が
主

旨
説
明
を
し
、
こ
の
件
は
、
同
様
他
団



前頁のつづき

札幌南一条病院 塔���629 �6ﾓ���3����32，∠100 都C��小13 ���3S���0 

三　樹　全　病　院 �3#��296 塗�33#b�7，000 �3#��310 �3s"�0 

JR札幌鉄道病院 �����180 店�3S���∠1，500 �����180 鉄���500 

篠路はまなすクリニック ��CR�2∠l∠1 ��H�3c���15，250 ��3R�226 ���0 

しらかば泌尿器科クリニック �����109 �(�3����3．000 �����109 ���0 

市　立　札　幌　病　院 �#���200 ��X�3S���12，000 �#���200 �(�3����1，000 

新札幌循環器病院 ����0 度�3����0 ����0 ���0 

仁　檎　会　病　院 �#ッ�253 ��(�3����18，300 �#s��216 ���1，800 

澄腎クリ　ニ　ック 鉄ッ�616 ����3����21，000 鉄cb�60fi ���3����0 

桑　園　中　央　病　院 �#3��59 ���1，000 �##��49 ���0 

田島クリ　ニ　ック �3s��∠175 店�3c���11，600 �3c��∠175 �(�CS���1，400 

手稲ネプロクリニック ��｣����∠124 �#��3S���10，000 �3��H�ﾆﾂ�359 �(�3S���0 

て　いね泌尿器科 田#R�746 �#X�8�｣�S��18，133 田��ｦﾂ�670 度�3s���∠1，650 

中　　野　　医　　院 �����151 店�3S���7，500 �����121 �(�C����3，000 

新　井　田　医　院 �3���350 ����3����10，000 �3���350 ���0 

東　苗　穂　病　院 鉄2�7 �(�3����0 鉄"�7 ���0 

広　　田　　医　　院 ��｣���30 ���3����1，500 鼎��30 ���0 

福住泌尿器科クリニック ��CR�150 ����3����12，000 ���｣�R�150 ��ﾃ��3����0 

保坂内科クリニック ��#r�180 祷�3����9，000 ���r�170 ���1，000 

星　野　泌　尿　器　科 �#途�197 度�3S���13，000 �#釘�197 鉄���10．000 

北　光　記　念　病　院 �#���128 店�3����5，000 �����88 ���0 

常　田　記　念　病　院 鉄��37 ���0 ��｣���37 ���0 

宮の沢泌尿器科クリニック �3��23 �(�3����2，000 �3��23 ���0 

宮の森記念病院 �3s2�3fiO ��8�3�C��16，000 �3���320 ���0 

もなみクリニック ���2�∠10 滴�3����7．000 �����′10 ���3����0 

山　　本　　医　　院 ���0 ���0 ���0 ���0 

ゆうあいクリニック �#��28 ���3����2，000 �#��28 ���0 

石　　狩　　病　　院 ��c��ご16 祷�33���0 ��(�｣��＋lり �#���0 

H・N・メディック北広島 ��s��236 ��8�3����11，000 ��ヲ�226 ���0 

は　ま　な　す　医　院 鼎��25 ���7，000 ��｣���2ノ1 ���0 

恵　み　野　病　院 �#��2 店�3����0 �#��2 ���0 

恵庭クリ　ニ　ック �3��50 ���0 �3��50 ���0 

個　　人　　会　　員 ��ィ�325 �#8�3����28，000 ����H�ﾃ��300 ���3����1，000 

そ　　　　の　　　　他 田r�31 ���0 ��2�28 ���0 

合　　　　　計 ����3#���11，120 鉄S��Cu3R�521，383 ����8�｣�#"�10，190 田8�3#s"�∠16，068 

札幌腎友会配分金（全腎協募金65％）338，899円、JPA配分金なし

今年度の全円協国会請掛ま3月27日に行われる予定です。

体
の
陳
情
書
と
共
に
、
継
続
審
議
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
二
ハ
月
二
二
日
札
幌
腎
友
会

独
自
に
札
幌
市
隙
が
い
福
祉
課
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、
札
幌
市
陸
が
い
福

祉
課
か
ら
三
名
と
札
幌
腎
友
会
か
ら

三
八
名
の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

一
〇
月
一
五
日
に
は
、
上
田
市
長
と

直
接
懇
談
会
も
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
札
幌
腎
友
会
な
ど
市
議
会
に
陳
情
書

を
提
出
し
た
団
体
が
、
再
三
申
し
入
れ

を
行
い
実
現
し
た
も
の
で
、
会
談
の
内

容
は
〝
生
き
る
仲
間
″
臨
時
二
一
号
で

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

一
二
月
一
四
日
に
他
障
害
者
団
体
と

〝
札
幌
市
降
が
い
者
の
交
通
費
削
減
に

反
対
す
る
会
″
を
結
成
し
、
三
月
六
日

に
北
海
道
難
病
連
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
札
幌
市
長
宛
て
に
要
望
書
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
運
動
し
た
成

果
と
し
て
、
こ
の
件
の
平
成
二
一
年
度

か
ら
の
実
施
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
札
幌
市
は
平
成
二
二
年
度
か
ら

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
、
こ
の
見
直
し
案
に
は
、
皆
様
と

共
に
反
対
運
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



札幌市砲金趣旨説明

7

ビアガーデン利用券販売結果報告

施　　設　　名 柧��壱上細 倡ｸ�����ﾘ����kﾂ�儉ﾉHIHH�8ｧ｢�

H・N・メディックさっぽろ束 ��，000 倅�������8��V����������C����

五輪橋　内科病　院 ����3������ﾘ��{���檍��V������都X�3����

札幌北クリニック �##��3��������H4�8ｨ��6｢�ソ　ク ��3X�3����

札幌センチュリー病院 �#��3���������nﾈ��NX��D����1科 田(�3����

札　幌　北　検　病　院 田��3����侘(�����ﾈ����檍����蹴�涛X�3����

札　幌　南　一　条病　院 店�C����俘x������������ﾇb�田度�3����

正月飾り販売結果報告

施　． 刮ﾝ　　名 儉ﾉHIHH�8ﾝr�施 剋�@　名 儉ﾉHIHH�8ｧ｢�

稲硯公園駅 剔ｶクリニック 妬?ｨ�3����て　いね 剳K尿器科 涛��C�S��

光星泌尿岩旨科医院 剴��3����中　　野　　医　　院 剴���C��｣���

fL幌北クリニック 剴s��3�c��福住泌尿器科クリニック 剴�X�33���

札幌セントラルクリニック 劍.��3����保坂内科クリニック 剴���3#���

札幌南一条病院 剴�h�C�c��星　野 儺ｸ��D���ｸｸ��{���3X�3ン��

三　樹　会　病　院 劍�X�ﾃ��3�c��宮の兼 侏靂吋�������｣��3����

しらかば泌尿器科クリニック 剴#h�3��｣���山　　本　　医　　院 剴#(�3�#��

澄 �4�8ｨ��6ｨ��6(4������3�c��H・N・メディック北広島 剴��9�｣���

＝ 畑4�8ｨ��6ｨ��6(4����X�ﾃ��C#���個　人　会　員（5名） 剴#h�3x�｣���

手毛 �6ﾈ7H8ﾘ4�8ｨ6ｨ6(4��嶋�3ツ��合　　　　　計 劍�｣�X�ｨ8ﾃ����

者
で
『
第
二
八
回
腎
提
供

者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

秋
空
の
下
で
の
ぼ
り
や

横
断
幕
を
掲
げ
、
臓
器
提

供
意
思
表
示
カ
ー
ド
・
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
風
船
な
ど
を

配
布
し
、
腎
バ
ン
ク
登
録
・

腎
臓
病
相
談
・
無
料
血
圧

測
定
な
ど
も
実
施
し
、
更

に
テ
レ
ビ
（
H
T
B
）
報
道

一
社
が
取
材
す
る
中
で
、

道
行
く
人
や
ベ
ン
チ
で
く

つ
ろ
ぐ
人
な
ど
に
声
を
か

け
臓
器
提
供
・
移
植
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
又
、

同
時
に
国
会
請
願
署
名
も

行
な
い
ま
し
た
。

㈱
　
国
会
請
願
署
名
募
金

運
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

署
名
数
は
近
年
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
請
願
署
名
運
動
は
透
析
患
者
が
地

元
国
会
議
員
に
直
接
「
請
願
署
名
簿
」

を
渡
し
、
健
康
保
険
制
度
改
悪
に
対
す

る
意
見
や
、
腎
疾
患
総
合
対
策
へ
の
要

望
を
伝
え
る
唯
一
の
場
で
す
。
患
者
に

対
し
て
の
会
員
の
割
合
や
請
願
署
名
の

数
が
、
採
択
に
大
切
な
要
因
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
請
願
署
名
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

4
　
広
報
活
動

川
　
機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
の
発
行

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
〟
は
総
会
議
案

お
を
含
め
四
回
発
行
し
、
第
一
三
回
幹

事
会
報
告
と
し
て
臨
時
二
〇
二
三
号

を
、
札
幌
市
交
通
費
助
成
に
関
す
る
報

告
と
し
て
二
一
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
は
札
幌
腎

㈲
　
腎
臓
提
供
者
拡
大
に
関
す
る
運
動

九
月
二
八
日
呵
大
通
り
三
丁
目
に

お
い
て
道
腎
協
と
共
催
で
札
幌
市
保
健

所
医
療
政
策
課
・
市
立
札
幌
病
院
腎
移

植
科
・
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
・
北
海
道
移

植
者
協
議
会
・
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
・
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
北
海
道
難
病
連
の
七
団
体
と

各
施
設
の
患
者
・
家
族
五
八
名
の
参
加

全
腎
協
の
　
「
腎
疾
患
総
合
対
策
の
早

期
確
立
」
を
要
望
す
る
国
会
請
願
署
名

募
金
運
動
及
び
、
日
本
難
病
連
・
疾
病

同
体
協
議
会
の
　
「
難
病
、
長
期
慢
性
疾

患
、
小
児
慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合
的

対
策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
」
　
国
会

請
願
署
名
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
（
全
腎
協
の
国
会
請
願
行
動
は
三
月

二
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
）
。
ご
協
力



腎キャンペーン

臓器移植基金募金箱
回収金額報告

取り扱い施設名 竸Xｾ�ｧ｢�

光星泌尿器科医院 ���3#X�ﾆﾂ�

札　幌　南　一　条　病　院 涛cR�

三　樹　全　病　院 亊ｳcS"�

個　　人　　会　　員 ��(�3�C��

合　　　　　計 ����3�#��

㈲
　
〝
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
〟

〝
ど
う
じ
ん
″
の
配
布

〝
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
″
六

回
・
〝
ど
う
じ
ん
″
五
回
を

そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
し
た
。

5
　
資
金
造
成

活
動

川
　
北
海
道
難
病
連
の
販

売
斡
旋
事
業

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
利
用
券

は
幹
事
さ
ん
を
通
じ
、
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
販
売
し
て
頂
き
ま
し

た
。
販
売
額
の
結
果
は
表

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
還
元
金
（
六
九
、

七
〇
〇
円
）
　
は
全
額
札
幌

腎
友
会
に
寄
附
し
て
頂

き
、
会
活
動
に
利
用
さ
せ

友
会
の
幹
事
会
・
行
事
・
事
業
報
告
や
行

政
と
の
話
し
合
い
な
ど
、
活
動
内
容
を

知
る
大
切
な
情
報
紙
で
各
施
設
交
流
会

な
ど
の
報
告
や
投
稿
な
ど
発
表
の
均
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
が
日
頃

思
っ
て
い
る
こ
と
、
現
在
や
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
文
章
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
後
も
会
員
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
発
行

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈲
　
正
月
飾
り
販
売
事
業

正
月
飾
り
販
売
は
直
接
製
造
元
と
契

約
し
て
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

販
売
額
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
販
売
益
は
販
売
施
設
と
札

幌
腎
友
会
で
按
分
と
な
り
ま
す
。
収
益

金
（
二
五
、
〇
六
二
円
）
　
は
会
活
動

に
役
立
た
せ
て
頂
き
ま
す
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
　
そ
の
他
の
活
動

日
　
青
年
部
の
活
動

札
幌
在
住
の
道
腎
協
青
年
部
の
方
々

に
は
、
街
頭
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
医
療

講
演
会
・
文
化
交
流
活
動
（
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
）
の
開
催
に
積
極
的
に
参
加
、

必
要
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ます。
㈲
　
役
員
の
人
材
育
成
と
発
掘

幹
事
会
や
各
行
事
（
実
行
委
員
会
）
・

各
事
業
・
研
修
会
・
交
流
会
な
ど
を
通

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
仕
事
を
分
担

し
、
多
く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
務
局
や
発
送
・
チ
ラ
シ
折
り
込
み

な
ど
の
積
極
的
な
支
援
・
参
加
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

幹
事
を
含
め
会
員
の
皆
様
が
自
分
で

出
来
る
こ
と
は
、
他
人
任
せ
に
せ
ず
、

少
し
ず
つ
力
を
出
し
合
っ
て
会
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

㈱
　
役
員
勉
強
会

七
月
六
日
㈲
、
第
一
回
幹
串
会
終
了

後
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て」。

一
〇
月
五
日
倒
、
第
二
回
幹
事
会
終

7
後
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
会
活

動
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。

一
〇
月
一
二
日
倒
、
道
腎
協
主
催
の

役
員
研
修
会
、
テ
ー
マ
「
全
腎
協
の
歴

史
と
展
望
」
に
つ
い
て
、
全
腎
協
常
務

理
事
栗
原
紘
隆
氏
を
講
師
に
討
議
が
行

わ
れ
幹
事
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

㈱
　
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
運
動

道
腎
協
で
実
施
し
て
い
る
臓
器
移
植

基
金
募
金
箱
運
動
は
、
会
員
・
家
族
・
そ

の
他
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
方
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
募
金
は
全
額
道
腎
協
よ
り
北

海
道
腎
バ
ン
ク
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。



平成20年度一般会計決算報告

自　平成20年4月1日

至　平成21年3月31日
（収　入　の　部）

科　　　目 冰ﾈ螽ｧｨ����｢�決算額（円） 儖X��������������������������ﾖﾂ�

会　費 寄付金 助成金 度�3����3����S��3����#��3����｣��7，252，000 557，37∠1 20，000 ���3#�洩ﾂ�

道腎協より地域患者会助成金 

非　業　収　入 ��#��3����18‘1，762 �7(4�4ｸ�ｸ6h99y駅�ﾉILﾉHHｭ(ﾋ8ｾ����8ﾈ��ﾈ.茨ｸ揺ｾ��

雑　　収　　入 �����3����256．613 凉育��X6�8�5i�ﾈﾙ驅��ﾂ�

繰　　入　　金 ��｣�S��3����∠150．000 �<�¥ｨ檍ﾇh.h.案ｩ?ﾈｾ��

小　　　計 嶋�CSC��3����8，720，7∠柑 ��

前期繰越金 塔S��3s迭�859，795 ��

合　　　計 祷�33祷�3s迭�9，580，5∠14 ��

科　　　目 冰ﾈ螽ｧｨ����｢�決算額（円） 儖X������������������������ﾖﾂ�

加　　盟　　費 店�H�｣�c��3����5，076，∠100 ��9�Hｺh�Y;��Hｺh檠N��

総　　会　　曹 �#���C����183，675 亳8栗?�冕�fﾘ檍�ｩN��ﾂ�

会　　議　　費 �#���3����139，365 亅(馼檍��{��ﾂ�

事　　務　　費 涛��3����88，763 倬ik�w�V儂��ﾂ�

通　　信　　費 ��S��3����150，281 ��稲��YJﾙ�yN��ﾂ�

親睦・交流会費 塔��3����6S，817 ��Yg(ﾏ�zﾈ檠N��

参　　加　　費 �����3����97，880 ��9�Hｺi�X檍����N��ﾂ�

事　務　局　曹 ���3�S��3����784，391 佰YDﾙN���檍ﾇh�X駟k�ｼx醜詹9i�ﾂ�

家　　　　　1号 田3��3c���63g），6（）0 �f����

i舌　　動　　費 都S��C����649，125 俛�檠��茨�ﾖﾙ:���檠N��ﾉJﾙ�yN���檠+x�X駟k�ｼy+xｨ�:餒��ﾂ�

機　関　紙　費 鉄#��3����441．∠152 ��h*ｸ.�(xｭH�Y}X鳧ﾘiJﾘﾗ8�Y](�詹9b�

慶　　弔　　費 �3��3����28，007 乘i_��9�ﾂ�

雑　費 予　備　費 �����3����3��3�迭�73，15‘1 　0 ��Xﾙ�-ﾘ詹�I{��YJﾙ�x詹9i�ﾂ�

小　　　計 祷�38�倅Cs迭�8，∠120，910 ��

次期繰越金 ��ﾂ�1，159，63Jl ��

合　　　計 祷�C3祷�3s迭�9，580，544 ��

9



平成20年度特別会計決算報告

（収　入　の　部）　　　　　　　　　　　　　　　　（支　出　の　部）

自　平成20年4月1日

至　平成21年3月31日

科　　　　　　　　　　　　目 佇亥ｨｧｨ����｢�科　　　　　　　　　　　　目 佇亥ｨｧｨ����｢�

国　会　言i守　願　募　金　配　分　金 �33��3ン��腎　提　供　キ　ャ　ン　ペ　ー　ン　費 �#��3#�2�

雑　　　　　　　収　　　　　　　入 ���3#���長　期　透　析　者　表　彰　押 涛x�3逸C��

前　　　期　　　繰　　　越　　　金 ���3c3��3��R�事　　務　　局　　強　　化　　費 �3��3#���

一　般　会　計　へ　繰　出　金 ��ﾃ�S��C����

次　　　期　　　繰　　　越　　　金 ���33c8�3h�｣�r�

合　　　　　　　　　　　計 ���3都��3祷�｣��合　　　　　　　　　　　計 ���3都��3祷�｣��

平成20年度35周年記念事業積立金

自　平成20年4月1日

至　平成21年3月31日

科　　　　　　　　　　　　目 仞���ｧｨ����｢�摘　　　　　　　　　　　　　　要 

前　年　度　ま　で　の　租　立　金 ���33���6ﾘ�｣�� 

雑　　　　　　　収　　　　　　　入 �(�3S#R� 

合　　　　　　　　　　　計 ���33�H�8�ﾃ�3�� 

平成20年度会計監査報告

私は札幌腎友会の平成20年度の決算報告に基づき関係膏類、帳簿等を監査した結果、会計処理に 

間違いのないことを報告いたします。 

平成21年3月31日 

会計監査役山田忠彦⑳ 

棚田まゆみ⑧ 



日
本
経
済
は
、
未
曾
有
の
大
不
況
、

新
聞
・
テ
レ
ビ
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

り
で
す
。
財
政
は
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
、

医
療
や
福
祉
に
対
す
る
締
め
つ
け
は
厳

し
く
な
る
一
方
で
す
。

札
幌
腎
友
会
で
は
、
交
流
活
動
・
会

員
拡
大
・
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
運
動

を
進
め
、
今
年
度
も
透
析
医
療
の
質
が

変
わ
ら
ぬ
よ
う
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

す。
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
札
幌

市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
の
陣
が
い
者

交
通
費
助
成
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

反
対
運
動
を
継
続
し
て
行
き
ま
す
。

主
な
経
過
報
告

1
　
各
自
治
体
に
対
す
る

運
動

川
　
札
幌
市
の
障
害
者
交
通
費
助
成
制

度
見
直
し
反
対
運
動

似
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
曹
助
成
制

度
（
マ
ル
障
）
　
の
維
持
継
続
運
動

施
設
訪
問
に
よ
る
腎
友
会
へ
の
理
解

と
協
力
依
頼
、
幹
事
会
の
充
実
、
各
行

事
や
事
業
へ
の
会
員
参
加
、
患
者
へ
の

入
会
ア
ピ
ー
ル
、
役
員
お
よ
び
事
務
局

体
制
の
強
化
な
ど
を
行
い
、
会
員
の
皆

様
に
も
発
送
な
ど
の
支
援
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
患
者
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
が
、
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
実
際

の
活
動
を
通
し
て
、
フ
ラ
ッ
ト
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
続
け
て
い
け
る
よ

う
に
、
皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
工

夫
を
加
え
多
く
の
患
者
が
参
加
出
来
る

腎
友
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

病
院
訪
問
の
計
画
。

組
織
検
討
委
員
会
設
置

事
務
局
体
制
の
強
化

3
　
親
睦
交
流
活
動

文
化
・
交
流
活
動
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

医
療
講
演
な
ど
）
【
実
行
委
員
会
設
芭

2
　
会
員
の
拡
大
と
組
織

の
強
化

入
会
の
し
お
り
・
全
腎
協
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
。

役
員
∵
会
員
に
よ
る
入
会
の
声
か
け

運動。交
流
会
や
行
事
へ
の
参
加
推
進
。

役
員
会
・
幹
事
会
へ
の
積
極
的
参
加

推進。

切
　
三
五
周
年
記
念
事
業

【
実
行
委
員
会
設
芭

畑
　
長
期
透
析
者
の
表
彰
（
三
五
周
年

時
）
　
　
　
【
実
行
委
員
会
設
芭

4
　
全
腎
協
・
道
腎
協
お
よ
び

難
病
連
と
の
運
動

川
　
健
康
保
険
制
度
及
び
福
祉
制
度
を

守
る
運
動

閻
　
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

　

　

　

　

【

実

行

委

員

会

設

芭

畑
　
全
腎
協
の
　
「
腎
疾
患
総
合
対
策
の

早
期
確
立
を
要
望
す
る
」
国
会
請
願

署
名
募
金
運
動
及
び
日
本
難
病
連
・

疾
病
団
体
協
議
会
の
　
「
難
病
、
長
期

慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
に
対
す

る
総
合
的
対
策
の
早
期
実
現
を
求
め

る
」
国
会
請
願
署
名
募
金
運
動

㈲
　
そ
の
他

5
　
広
報
活
動

川
　
機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
〟
の
発
行

三
回
、
議
案
薄
と
し
て
一
回
、
（
臨
時

号
数
回
）
　
　
【
編
集
委
員
会
設
芭

似
　
〝
ど
う
じ
ん
”
〝
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
〟

の
配
布

6
　
資
金
造
成
事
業

‖
　
北
海
道
難
病
連
の
販
売
斡
旋
事
業

（
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
利
用
券
販
売
）
に

協
力
（
還
元
金
は
全
額
札
幌
腎
友
会

に
寄
付
）

倒
　
正
月
飾
り
販
売
事
業
（
札
幌
腎
友

会
独
自
で
取
り
組
み
、
販
売
益
は
販

売
施
設
と
札
幌
腎
友
会
で
按
分
）

7
　
そ
の
他
の
活
動

日
　
役
員
の
人
材
育
成
と
発
掘
（
運
営

委
員
を
増
す
）

閻
　
役
員
勉
強
会

闇
　
臓
器
移
植
基
金
募
金
箱
運
動



平成21年度一般会計予算（案）

自　平成21年4月1日

至　平成22年3月31日
（収　入　の　部）

科　　　目 ����7以亥ｨｧｨ����｢�予算額（円） 儖X������������������������ﾖﾂ�

会　費 寄付金 助成金 度�3#S(�3����SSx�33x4c��#��3����7，800，000 50，000 20，000 ���33��kﾈ�緝�3���冷�

道腎協より地域患者会助成金 

事　業　収　入 ����｣��3sc"�120，000 ��8ﾈ��ﾈ.鵜ﾉHH揺��7(4�4ｸ�ｸ6h99y駅�ﾉILﾉHHｭ(ﾋ8ｾ��

雑　　収　　入 �#Sh�3c�2�100，000 凉育���6�8�5i�ﾈﾙ�+ｸ,ﾉ�ﾂ�

繰　　入　　金 ��｣�S��3����150，000 �<�¥ｨ檍ﾇh.h.案ｩ?ﾈｾ��

小　　　計 嶋�3s#��3x�｣���8，240，000 ��

前期繰越金 塔S��3s迭�1，159，63‘l ��

合　　　計 祷�3S���3SCB�9，399，634 ��

科　　　目 ����7以亥ｨｧｨ����｢�予算額（円） 儖X������������������������ﾖﾂ�

加　　盟　　費 店�3�sh�86ﾓ����5，∠160，000 ��9�Hｺh�X�)�Hｺh檠N���33��kﾈ���｣��3#��冷�

総　　会　　費 ���8�3csR�200．000 亳8粂���亢�ｭh鑄��7��h*ｸ.�(xｭH7���,h+X,H�ｨ��+ｸ,ﾉ�ﾂ�

会　　議　　費 ��3��33cR�200．000 亅(馼檠N����+ｸ,ﾉ�ﾂ�

事　　務　　費 塔��3sc2�90，000 倬ik�w�V儂��ﾂ�

通　　信　　費 ��S��3#���180，000 ��稲��YJﾙ�yN��ﾂ�

親睦交流会費 田��3��r�80，000 ��Yg(ﾏ�zﾈ檠N��

参　　加　　費 涛x�3ャ��100．000 ��9�Hｺi�X檍����N����kﾉZｨ�ｩ�ﾂ�

事　務　局　費 都��｣��C3���900，000 佰YDﾙN���檍ﾇh�X駟k�ｼx醜詹9i�ﾂ�

家　　　　　i王 田3��3c���639．600 �i,��

活　　動　　費 塗�｣���3�#R�750，000 俛�檠��葵�:���檠N��ﾉJﾙ�yN���檠+x�X駟k�ｼy+xｨ�:餒��ﾂ�

機　関　紙　費 ��､��8�｣�S"�500，000 ��h*ｸ.�(xｭH��8��Jﾘﾗ2�

慶　　弔　　費 �#��C��r�30．000 ��Y=I_��9&��

雑　費 予　備　費 都8�3�SB�����100．000 170．03fl ��Xﾙ�-ﾘ詹�I{��ﾂ�

合　　　計 嶋�3C#��3����軋399，634 ��

次期繰越　金 ���3�S��Cc3B�－ ��

合　　　計 祷�3S���3SH�ｦﾂ�9，399，634 ��



自　平成21年4月1日

至　平成22年3月31日

平成21年度特別会計予算（案）

（収　入　の　部）　　　　　　　　　　　　　　　　（支　出　の　部）

科　　　　　　　　　　　　目 冰ﾈ螽ｧｨ����｢�科　　　　　　　　　　　　目 冰ﾈ螽ｧｨ����｢�

国　会　請　願　募　金　配　分　金 �3S��3����腎　提　供　キ　ャ　ン　ペ　ー　ン　費 ��S��3����

雑　　　　　　　収　　　　　　　入 ���3����長　期　透　析　者　表　彰　費 �����3����

前　　　期　　　繰　　　越　　　金 ���33c8�3cCr�事　　務　　局　　強　　化　　費 �����3����

合　　　　　　　　　　　計 ���3s�H�3cCr�一　般　会　計　へ　繰　出　金 ��S��3����

予　　　　　　　備　　　　　　　費 ���3#�H�CcCr�

合　　　　　　　　　　　計 ���3s�H�3cCr�

平成21年度35周年記念事業予算（案）
自　平成21年4月1日

至　平成22年3月31日

（収　入　の　部）

科　　　　　　　　　　　　目 仞���ｧｨ����｢�摘　　　　　　　　　　　　　　要 

前　　　期　　　繰　　　越　　　金 ���33�H�3C3�� 

雑　　　　　　　収　　　　　　　入 ����� 

合　　　　　　　　　　　計 ���33�H�3S3�� 

て中市

い　立

ね野札

寺必

尿医幌

器　病

科院院

3

平
成
二
一
・
二
二
年
度
役
員
（
案
）

会

　

　

長

鈴
　
木
　
啓
　
三
（
札
幌
北
　
ク
　
リ
ニ
ッ
　
ク
）

副

　

会

　

長

苗

　

木

　

芳

　

三

福
　
原
　
琵
理
子

大

　

野

　

武

　

昭

会

　

　

計

矢
　
田
　
孝
　
子
（
札
　
幌
　
南
一
条
　
病
　
院
）

事
務
局
長

坂

　

　

孝

　

光

（

札

　

幌

　

南

一

条

　

病

　

院

）

事
務
局
次
長

運
営
委
員

庄

　

野

三

　

上

外

　

川

田

　

辺

山

　

田

佐

　

藤

高

　

須

一
男
（
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
東
）

留
美
子
（
札
　
幌
　
南
一
条
　
病
　
院
）

純
　
也
（
星
　
野
　
泌
　
尿
　
器
　
科
）

哲
　
明
（
札
　
幌
　
北
　
檎
　
病
　
院
）

忠
　
彦
（
北
　
光
　
記
　
念
　
病
　
院
）

惟
　
文
（
て
　
い
　
ね
　
泌
　
尿
　
器
　
科
）

喜
久
男
（
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院
）

会
計
監
査
役

棚
　
田
　
ま
ゆ
み
（
田
　
島
　
ク
　
リ
ニ
　
ッ
　
ク
）

木
　
谷
　
意
　
男
（
勤
　
医
　
協
　
中
　
央
　
病
　
院
）



田　桑澄

島園腎

ク　院ク　　院院

田　千

中　英

中　て

い

ク

リ

二／
病ク

病病器
ツ

院　院科ク院ク　院

慈恵　は

庭　　ま

みな

す
ク

リ　野

幹

　

　

事

石

　

川

　

泌

　

尿

　

器

　

科

稲
種
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

い

　

の

　

け

　

医

　

院

H
・
N
・
メ
デ
　
ィ
　
ッ
　
ク

H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
束

N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
プ
ラ
ザ

勤

　

医

　

協

　

中

　

央

　

病

　

院

ク
ボ
タ
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク

リ

ニ

ッ

ク

1

9

8

札

幌

K
K
R
札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー

光

星

泌

尿

器

科

医

院

五

　

輪

　

橋

　

内

　

科

　

病

　

院

坂

　

泌

　

尿

　

器

　

科

　

病

　

院

（
遠
藤
　
兼
市
・
吉
田
　
宣
博
）

（
千
乗
　
聡
子
・
高
柳
　
昌
一
）

（
馬
場
三
栄
子
・
小
竹
美
智
子
）

（
西
山
　
道
博
）

（
庄
野
一
男
）

（
高
須
喜
久
男
・
梅
田
　
明
）

（
　
　
　
　
）

（
木
谷
　
憲
男
・
北
田
三
恵
子
）

（
　
　
　
　
）

（
武
田
　
誠
剛
）

（
阿
部
　
勝
夫
・
内
海
　
寿
彦
）

（
　
　
　
　
）

市

　

立

　

札

　

幌

　

病

仁

　

檎

　

会

　

病

ク

　

リ

ニ

　

ッ

中

　

央

　

病

ク

　

リ

ニ

　

ッ

）
斌

光男）

手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

ね

　

泌

　

尿

野

　

　

医

札
幌
北

ニ

札

　

幌

　

厚

　

生

院

札
幌
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
病
院

札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

札

　

幌

　

中

　

央

　

病

　

院

札

幌

東

ク

リ

ニ

ッ

　

ク

札

　

幌

　

北

　

檎

　

病

　

院

札

　

幌

　

南

一

病

　

院

三

　

樹

　

全

　

病

　

院

1

R

札

幌

鉄

道

病

院

篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

し
ら
か
ば
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
平
林
　
国
男

（
豊
島
　
俊
三
）

（
白
土
　
恵
子

（
　
　
　
　
）

（
西
田
富
美
子
）

（
西
山
　
利
彦
）

（
福
徳
　
範
康
）

（
山
村
　
意
）

（
田
辺
　
哲
明

加
藤
　
久
子

（
坂
　
孝
光

（
工
藤
　
る
み
）

（
中
嶋
一
夫
）

望
月
　
悦
子
）

佐
藤
　
誠
一
・
正
岡
　
正
由
）

新

　

井

　

田

　

医

東

　

苗

　

穂

　

病

広

　

　

田

　

　

医

福
住
泌
尿
器
科
ク
リ
一

保
坂
内
科
ク
リ
ニ

器

　

科院院院院

l
ツ
ク

（
大
塚
　
艶
子

（
本
田
　
敏
）

（
棚
田
ま
ゆ
み
）

（
清
野
　
芳
子

（
佐
藤
　
惟
文
）

（
福
原
責
理
子

（
岡
崎
　
政
司
）

（
大
関
裕
美
子

美
馬
　
勅
∵
清
野
　
静
雄
・

阿
部
香
代
子
）

沖
田
　
裕
子
・
高
橋
　
伸
一
）

鎌
田
伊
都
子
・
山
本
　
幸
子
）

奥
山
　
久
子
）

星

　

野

　

泌

　

尿

北

　

光

　

記

　

念

萬

　

田

　

記

　

念

官
の
沢
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮

　

の

　

森

　

記

　

念

　

病

も

な

み

ク

リ

ニ

山

　

　

本

　

　

医

（
外
崎
　
豊
）

（
　
　
　
　
）

（
淀
川
　
芳
道
）

（
斎
藤
　
好
子
・
水
杯
　
尚
子
）

（
山
田
　
忠
彦
）

（
　
　
　
　
）

（
石
井
　
裕
子
）

（
小
澤
由
紀
恵
）

（
大
渕
　
道
男
）

（
　
　
　
　
）

佐
藤
　
幸
雄
・
千
乗
　
優
子
・

柴
谷
　
桂
子
）

田
中
美
智
子
・
佐
藤
　
洋
子
）

ゆ

う

あ

い

ク

リ

ニ

ッ

ク

4

0

　

粂

　

ク

　

リ

ニ

ッ

　

ク

石

　

　

狩

　

　

病

　

　

院

H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

（
杉
本
　
和
昌
・
中
崎
美
津
子
・
金
津
千
枝
子

外
崎
　
芳
江
）

（
熱
田
　
錦
哉
）

外

科

医

院

病

　

院

ッ

　

ク

））

村
岡
　
仁
・
佐
藤
　
義
信
）

三
宝
　
正
延
）

）））



5

各
委
員
会

◎
文
化
交
流
実
行
委
員
会

（
委
員
長
〓
向
柳
　
昌
一
（
稲
租
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

へ
副
委
員
長
）
外
川
　
純
也
（
星
野
泌
尿
器
科
）

（
委
　
員
〓
尚
須
喜
久
男
（
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院
）
、
佐
藤
　
誠
一
・
白
土

恵
子
（
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
千
乗
　
斌
・
清
野
　
静
雄
（
仁

橡
会
病
院
）
、
沖
田
　
裕
子
（
手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
棚
田
ま

ゆ
み
（
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
淀
川
　
芳
道
（
保
坂
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
、
大
渕
　
道
男
（
も
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

◎
腎
提
供
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

（
委
員
長
）
　
田
辺
　
哲
明
（
札
幌
北
檎
病
院
）

（
副
委
員
長
）
山
田
　
忠
彦
（
北
光
記
念
病
院
）

（
委
　
員
）
遠
藤
　
兼
市
・
吉
田
　
宣
博
（
石
川
泌
尿
器
科
）
、
梅
田
　
明
（
N

T
T
東
日
本
札
幌
病
院
）
、
佐
藤
　
洋
子
（
札
幌
南
一
条
病
院
）
、
中

嶋
一
夫
（
1
R
札
幌
鉄
道
病
院
）
、
大
塚
　
艶
子
・
阿
部
香
代
子
（
澄

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
斎
藤
　
好
子
・
水
林
　
尚
子
（
星
野
泌
尿
器
科
）
、

小
澤
由
紀
恵
（
宮
の
森
記
念
病
院
）
、
村
岡
　
仁
（
石
狩
病
院
）

山
本
　
幸
子
（
中
野
医
院
）
、
岡
崎
　
政
司
（
新
井
田
医
院
）
、
工
藤

る
み
（
三
樹
会
病
院
）

◎
組
織
検
討
委
員
会

萎
員
長
）
高
須
蕃
久
男
（
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院
）

（
副
要
員
長
）
山
田
　
忠
彦
（
北
光
記
念
病
院
）

（
委
　
員
）
庄
野
一
男
（
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
束
）
、
外
川
　
純
也

（
星
野
泌
尿
給
料
）
、
田
辺
　
哲
明
（
札
幌
北
檎
病
院
）
、
佐
藤
　
惟

文
（
て
い
ね
泌
尿
器
科
）
、
高
柳
　
昌
一
（
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ

ッ
ク
）
、
平
林
　
国
男
（
五
輪
橋
内
科
病
院
）

◎
編
集
要
員
会

（
委
員
長
）
庄
野

（
副
委
員
長
）
坂

入
委
　
員
）
　
工
藤

誠
一

一
男
（
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
東
）

孝
光
（
札
幌
南
一
条
病
院
）

る
み
（
三
樹
全
病
院
）
、
梅
澤
　
秀
美
（
中
野
医
院
）
、
佐
藤

（
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

道
腎
協
派
遣
役
員

◎
三
五
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
委
員
長
）
坂
　
孝
光
（
札
幌
南
一
条
病
院
）

（
副
委
員
長
）
苗
木
　
芳
三
（
市
立
札
幌
病
院
）

（
委
　
員
）
福
徳
　
範
康
（
札
幌
中
央
病
院
）
、
山
村

ッ
ク
）
、
佐
藤
　
幸
雄
（
札
幌
北
総
病
院
）
、

一
条
病
院
）
、
他
役
員

◎
長
期
透
析
者
表
彰
実
行
委
員
会

（
委
員
長
）
佐
藤
　
惟
文
（
て
い
ね
泌
尿
器
科
）

（
副
委
員
長
）
福
原
真
理
子
（
中
野
医
院
）

恵
（
札
幌
東
ク
リ
二

田
中
美
智
子
（
札
幌
南

（
事
務
局
長
）

（
副
会
長
）

（
運
営
委
員
）

（
会
　
計
）

（
幹
　
事
）

（
会
∬
監
禿
撃

苗
木
　
芳
三

三
上
留
美
子

庄
野
一
男

川
村
百
合
江

坂

孝

　

光

田
辺
　
哲
明

佐
藤
　
惟
文

福
原
押
パ
理
子

（
市
立
札
幌
病
院
）

（
札
幌
南
一
条
病
院
）

（
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
東
）

（
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

（
札
幌
南
一
条
病
院
）

（
札
幌
北
総
病
院
）

（
て
い
ね
泌
尿
器
科
）

（
中
野
医
院
）

（
委
　
員
）
西
山
　
利
彦
（
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、

鎌
田
伊
都
子
・



札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
会
則

第
1
章
　
総
　
　
則

（
名
称
及
び
事
務
局
）

第
1
条
　
本
会
は
札
幌
腎
臓
病
患
者
友

の
会
（
略
称
…
札
幌
腎
友
会
）

と
称
す
る
。

2
　
本
会
の
事
務
局
は
札
幌
市
内

に
置
く
。

（
組
　
織
）

第
2
粂
　
本
会
は
腎
臓
病
患
者
と
そ
の

家
族
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2
　
本
会
は
北
海
道
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
（
略
称
…
道
腎

協
）
　
へ
加
盟
す
る
と
と
も

に
、
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病

協
議
会
（
略
称
…
全
腎
協
）

及
び
財
団
法
人
北
海
道
難
病

連
（
略
称
…
道
難
病
連
）
へ
も

道
腎
協
を
通
し
て
加
盟
す
る
。

第
2
章
　
目
的
及
び
事
業

（
日
　
的
）

第
3
粂
　
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
計
り
、
腎
臓
病
患
者

の
健
康
の
維
持
増
進
と
、
生

活
の
質
的
向
上
を
計
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
事
　
業
）

第
4
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

う。
川
会
員
拡
大
と
組
織
強
化
に
関

す
る
事
業

∽
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
に
関

す
る
事
業

畑
広
報
に
関
す
る
事
業

㈲
疾
病
に
関
す
る
医
学
知
識
の

学
習

㈲
会
員
の
福
利
厚
生
、
福
利
増

進
に
関
す
る
事
業

㈲
関
係
機
関
又
は
団
体
と
の
連

絡
の
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た

め
必
要
な
事
業

第
3
章
　
会
　
　
員

（
種
　
　
別
）

第
5
粂
　
本
会
の
会
員
は
次
の
二
種
と

し
、
正
会
員
の
み
総
会
に
お

け
る
議
決
権
を
有
す
る
。

（入
第
6
条

川
正
会
員
…
本
会
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
入
会
し
た
腎
臓
病
患

者
で
あ
る
こ
と
。

倒
賛
助
会
早
‥
本
会
の
事
実
を

第
4
章

役

　

　

員

（役
第
8
条

（退
第
7
粂

賛
助
す
る
た
め
に
入
会
し
た

個
人
又
は
団
体
と
す
る
。

会）正
会
員
及
び
賛
助
会
員
と
し

て
入
会
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
会
申
込
苔
に
別
に
定

め
る
会
費
を
添
え
て
、
各
施

設
幹
事
を
通
し
て
、
又
は
直

接
事
務
局
に
提
出
し
た
と
き

か
ら
会
員
と
す
る
。

会）正
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
、

各
施
設
幹
事
を
通
し
て
、
又

は
事
務
局
に
直
接
退
会
届
を

提
出
し
任
意
に
退
会
す
る
事

が
で
き
る
。

死
亡
し
た
と
き
。

会
員
が
こ
の
会
の
名
誉
を
傷

つ
け
、
又
は
目
的
に
反
す
る

行
為
を
し
た
と
き
、
幹
事
会

に
図
っ
て
退
会
さ
せ
る
事
が

で
き
る
。

員）本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
次
の
役
員
を
閃
く
。

川
会
長
一
名

閻
副
会
長
　
若
干
名

畑
会
計
一
名

㈲
事
務
局
長
一
名

㈲
事
務
局
次
長
　
若
干
名

㈲
運
営
委
員
　
若
干
名

の
幹
事
　
各
施
設
若
干
名

㈲
会
計
監
査
役
　
二
名

㈲
相
談
役
　
若
干
名

前
項
の
選
出
に
お
い
て
、
幹

事
は
各
施
設
ご
と
に
遥
出
さ

れ
、
そ
の
他
の
役
員
は
役
員

の
互
選
に
よ
る
。

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、

再
選
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
、

中
途
補
充
に
よ
り
選
出
さ
れ

た
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の

残
任
期
間
と
す
る
。

役
員
は
辞
任
又
は
任
期
満
了

後
に
お
い
て
も
、
後
任
者
が

就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
職
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務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

＼

】

　

○

5
　
役
員
は
本
会
の
運
営
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
場
合

に
限
り
、
道
腎
協
又
は
全
腎

協
若
し
く
は
他
の
役
員
を
兼

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
　
各
種
事
業
の
円
滑
推
進
を
図

る
た
め
、
事
業
ご
と
の
実
行

委
員
会
を
組
織
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
9
粂
　
会
長
は
会
を
代
表
し
、
会
務

を
総
括
す
る
。

2
　
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
代
理
す
る
。

3
　
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の

経
理
を
行
い
、
総
会
に
お
い

て
会
計
報
告
を
し
、
承
認
を

う
け
る
。

4
　
事
務
局
長
は
会
議
の
企
画
立

案
、
各
種
事
業
を
推
進
し
、

事
務
全
般
を
総
括
す
る
。

5
　
事
務
局
次
長
は
事
務
局
長
を

補
佐
し
、
各
種
事
業
の
円
滑

推
進
に
寄
与
す
る
。

6
　
運
営
委
員
は
会
の
運
営
に
寄

与
し
、
各
事
業
部
門
の
分
担

運
営
に
あ
た
る
。

第
5
章

幹
事
は
各
施
設
の
正
会
員
の

代
表
で
あ
り
、
幹
事
会
を
構

成
し
、
各
種
行
事
の
案
内
、

出
欠
、
斡
旋
の
取
り
ま
と
め
、

会
費
の
徴
収
、
機
関
紙
の
配

布
、
各
種
連
絡
に
寄
与
す
る
。

会
計
監
査
役
は
年
度
末
に
現

金
出
納
簿
、
関
係
書
類
を
監

査
し
、
幹
事
会
及
び
総
会
に

お
い
て
結
果
を
報
告
す
る
。

相
談
役
は
幹
事
会
に
対
し
意

見
を
述
べ
る
事
が
出
来
る
。

会

　

　

議

（種
第
1
0
条

（総
第
日
粂

別）本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

する。

〓
総
会

蘭
幹
事
全

会）総
会
は
会
の
最
高
議
決
機
関

で
あ
っ
て
、
年
一
回
前
年
度

の
会
計
期
間
終
了
後
、
す
み

や
か
に
会
長
が
召
集
す
る
。

臨
時
総
会
は
会
長
が
必
要
と

認
め
た
と
き
、
又
は
会
員
の

五
分
の
一
以
上
の
要
請
が
あ

っ
た
と
き
召
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

3
　
総
会
は
正
会
員
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

4
　
総
会
は
正
会
員
の
過
半
数

（
委
任
状
、
文
書
出
席
を
含

む
）
　
の
出
席
を
も
っ
て
成
立

する。

（
総
会
委
任
）

第
1
2
粂
　
総
会
当
日
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
出
席
で
き
な
い
正
会

員
は
、
総
会
の
運
営
上
、
各

施
設
幹
事
に
そ
の
権
限
を
委

任
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
場

合
幹
事
の
出
席
を
も
っ
て
、

正
会
員
は
出
席
し
た
も
の

（
委
任
状
提
出
者
）
と
み
な
す
。

（
幹
事
会
）

第
1
3
条
　
幹
事
会
は
総
会
に
次
ぐ
、
議

決
機
関
で
あ
っ
て
年
二
回
以

上
開
催
す
る
。

2
　
幹
事
会
は
幹
事
と
他
の
役
員

を
も
っ
て
構
成
し
、
構
成
員

の
半
数
以
上
　
（
委
任
状
を
含

む
）
　
の
出
席
を
も
っ
て
成
立

する。

（
会
議
の
議
長
）

第
1
4
条
　
総
会
に
お
け
る
議
長
は
出
席

し
た
正
会
員
か
ら
選
出
し
、

幹
事
会
に
お
け
る
議
長
は
原

則
と
し
て
会
長
が
務
め
る
も

の
と
す
る
。

（
会
議
の
議
決
）

第
1
5
条
　
会
議
に
お
け
る
議
事
の
議
決

は
、
原
則
と
し
て
賛
否
に
よ

ら
ず
、
相
互
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
十
分
な
議
論
を

す
る
も
の
と
し
、
や
む
な
く

議
決
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
出
席
者
の
過
半
数
の
賛

成
を
も
っ
て
議
決
し
、
可
否

同
数
の
場
合
は
議
長
が
決
す

る。

（
総
会
、
幹
事
会
付
議
事
項
）

第
1
6
粂
　
総
会
、
幹
事
会
に
必
ず
付
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

は
次
の
通
り
と
す
る
。

〓
会
則
の
改
正
に
関
す
る
こ
と

閻
事
業
経
過
・
計
画
、
収
支
決

算
・
予
算
、
役
員
の
承
認
、

会
計
監
査
に
関
す
る
こ
と

第
6
章
　
会
　
　
計

（
経
　
費
）

第
1
7
条
　
本
会
の
経
費
は
、
会
費
及
び

寄
附
金
、
そ
の
他
の
収
入
に

よ
っ
て
賄
う
。

（
会
　
費
）

第
1
8
粂
　
正
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
、

会
則
に
定
め
る
会
費
を
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



2
　
会
費
は
会
員
ひ
と
り
当
た

り
、
年
額
六
千
円
（
内
訳
・

札
幌
腎
友
会
千
八
百
円
、
道

腎
協
二
千
四
百
円
、
全
腎
協

千
八
百
円
）
と
し
中
途
入
会

者
は
、
月
割
（
月
額
五
百
円
）

計
算
と
す
る
。

3
　
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新

年
度
の
早
い
時
期
に
す
み
や

か
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ない。

4
一
旦
納
入
し
た
会
費
及
び
拠

出
金
品
は
、
収
支
予
算
上
重

大
な
支
障
を
及
ぼ
す
た
め
、

こ
れ
を
一
切
返
戻
し
な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
1
9
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四

月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
省
類
）

第
2
0
条
　
本
会
の
収
支
状
況
を
記
録
し

た
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
普

類
は
、
総
会
に
お
い
て
監
査

報
告
を
受
け
、
承
認
さ
れ
た

の
ち
、
三
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
は

焼
却
処
分
と
す
る
。

第
7
章
　
簿
　
　
冊

（
会
則
及
び
役
員
名
簿
）

第
2
1
条
　
本
会
の
会
員
名
簿
は
、
入
会

申
込
苔
を
綴
り
事
務
局
で
常

に
記
録
整
理
し
、
持
出
し
禁

止
と
す
る
。

2
　
本
会
の
役
員
名
簿
を
毎
年
作

成
し
、
事
務
局
で
永
久
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
役
員
及
び
会
員
は
、
名
簿
記

載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
事
務
局
に

連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

（
会
則
綴
り
）

第
2
2
条
　
本
会
の
会
則
を
会
則
綴
り
に

保
管
し
、
改
正
の
都
度
記
録

を
綴
り
永
久
保
存
す
る
も
の

と
す
る
。

第
8
章
　
表
彰
及
び
慶
弔

（
表
　
彰
）

第
2
3
条
　
本
会
に
長
年
入
会
し
、
多
大

な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
会
員
は
、
幹
事
会
の
決

定
に
よ
り
、
会
長
表
彰
を
授

与
し
、
又
は
道
腎
協
の
感
謝

状
を
上
申
す
る
こ
と
が
で
き

る。

（慶
第
2
4
条

本
会
は
正
会
員
で
、
前
年
度

に
滴
十
年
を
迎
え
た
長
期
透

析
者
に
、
そ
の
労
苦
を
た
た

え
記
念
品
を
そ
え
て
表
彰
す

る。弔）本
会
の
会
員
が
結
婚
も
し
く

は
、
死
亡
し
た
場
合
で
、
そ

の
施
設
の
幹
事
か
ら
、
儀
式

に
ま
に
あ
う
よ
う
連
絡
を
受

け
た
時
は
、
祝
電
又
は
弔
電

を
打
つ
事
と
す
る
。

本
会
の
役
員
及
び
旧
役
員
が

亡
く
な
っ
た
場
合
で
、
本
会

に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
た
時
は
、
会
長
の

判
断
で
弔
竃
の
他
に
香
典

（
五
千
円
）
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

（
昭
和
四
十
九
）
年
六
月
一

日
か
ら
施
行
。

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四

月
十
五
日
一
部
改
正
（
会

費
年
額
四
千
二
百
円
か
ら

六
千
円
）

第
9
章
　
付
　
　
則

（
会
則
の
改
正
）

第
2
5
条
　
本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
幹

事
会
に
お
い
て
審
議
し
、
総

会
に
お
い
て
出
席
者
の
過
半

数
の
同
意
が
な
け
れ
ば
改
正

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
す
る
。

2
　
本
会
の
会
則
は
一
九
七
四

似
一
九
九
二
　
（
平
成
四
）
年
四

月
十
九
日
一
部
改
正
（
会

計
監
事
か
ら
会
計
監
査
）

闇
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
五

月
十
一
日
一
部
改
正
（
事

務
局
次
長
若
干
名
新
設
）

㈲
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
五

月
十
日
　
大
幅
改
正

㈲
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年

五
月
九
日
一
部
改
正
（
運

営
委
員
若
干
名
新
設
）

㈲
二
〇
〇
二
　
（
平
成
十
四
）
年

五
月
十
二
日
一
部
改
正

（
相
談
役
新
設
）

の
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年

五
月
十
三
日
一
部
改
正

（
役
員
名
簿
・
長
期
表
彰
）



施設別会費納入者数

施　　設　　名 ���ｹ?ﾈ�)�B�倡ｸ�����ﾘ����kﾂ�会費納入者数 
H19年度 買#�D�7��買�僖�7��H20年度 

石　川　泌　尿　器　科 都B�63 ��ﾘ����jｸ�����8����V��������59 ��｣���

稲積公園駅前クリニック ��ﾃ���38 ������H��4���8ｨ��6ｨ��6(��4��55 鉄��

い　　の　　け　　医　　院 唐�9 ��h����(h��匣��V������15 ��2�

H・N・メ　デ　ィ　ック ����b�39 �68��8x��4���8ｨ��6ｨ��6(��4��36 �3b�

H・N・メディックさっぽろ束 ��b�16 偃��6ﾈ7H8ﾘ4�8ｨ6ｨ6(4��36 �32�

NTT束日本札幌病院 鼎2�38 �,H��*(��,ｸ��NX��D���ｮﾘ��怩�54 店�ｦﾂ�

小笠原クリニック付属外来プラザ 途�8 �(h������nﾈ�������8���������24 �#2�

兼古循環器クリニック �2�0 ��h����皐����68�����8�����15 ��R�

勤　医　協　中　央　病 都��67 �8ﾈ����V8����^H����V��������12 ����

クボタ泌尿器科クリニック �2�3 儘ﾈ������68�������8���������8 途�

クリ　ニ　ック198札幌 ��7｢�15 兀�ｩNYD�ｮﾘ怦4�8ｨ6ｨ6(4��11 ��"�

光　星i必尿　器科医　院 ����8 兢ｸﾞ)>�怦4�8ｨ��6ｨ6(4��10 ����

KKR札幌医療センター ����9 �����nﾈ��NX��D���ｮﾘ��怩�23 �#��

五　輪　橋　内　科　病　院 ��b�22 冉ｸ��ﾏX��ｴﾈ��D���V������21 ��r�

坂　泌　尿　器　科　病　院 �2�3 �����68��ｴﾈ��D���V������10 唐�

札　幌　北クリ　ニ　ッ　ク 涛��85 亶ｸ,ﾉ�)NYD�ｮﾘ怦4�8ｨ6ｨ6(4��9 ����

札　幌J日　生　病　院 ��B�10 亶ｸ��,ﾈ������ｴﾈ��D���V������29 �#r�

札幌センチュリー病院 唐�6 侏8��*ﾈ��NX��D���ｮﾘ��怩�2 �"�

札幌セントラルクリニック ����16 �.���,���-ﾘ4���8ｨ��6ｨ��6(��4��8 途�

札　幌　中　央　病　院 ��ﾂ�3 伜(������gｸ�������8���������2 �"�

札　幌　束クリ　ニ　ッ　ク �#r�26 �.H��*H��*�*(4�8ｨ��6ｨ��6(4��7 澱�

札　幌　北　稔　病　院 塔"�70 ��｣����ﾄ���4���8ｨ��6ｨ��6(��4��3 �2�

札　幌　南　一　条　病　院 都r�71 ���������鋕������V����������15 ���ｦﾂ�

三　　樹　　会　　病　　院 �#"�23 蝿�T��X8�6h4(6(4馭ｸﾔﾉ8r�23 �#2�

JR　札　幌　鉄　道　病　院 湯�9 �,ﾘ��-ﾈ��,���+x���8�����5 迭�

篠路はまなすクリニック �#��21 佝(����-ﾘ����nﾈ����V��������4 ��｣��

しらかば泌尿誉旨科クリニック ����7 佝(��.ｸ��4���8ｨ��6ｨ��6(��4��3 �2�

市　立　札　幌　病　院 ��B�11 侘(�������ﾈ������檍������蹴�∠11 ��｣�2�

新札幌循環器病　院 釘�－ 伜��������������檍������蹴�8　　　　　　8 

合　　　　　　　計 ���33���1，218 
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文書発言用紙

氏　名 緬&ｨ�X�ﾉD���~貶ﾜ��

住　所 ��r�

電　話 緬V���kﾆﾂ�

会員は文吉で意見を述べる事ができます。活動方針に対し、ご意見の 

ある方は、この用紙にご意見を書いて5月7日までにお送り下さい。 

（送付先：〒001－0017札幌市北区北17粂西2丁目2－38　サザンアベニュー北大301 

札幌腎臓病患者友の会　宛　TEL707－6789） 

ご意見 

昭
和
4
8
年
1
月
1
3
日
　
第
3
権
郵
便
鞄
認
可
　
発
行
所
　
北
海
邁
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
　
（
購
読
料
は
会
費
に
含
む
）
　
頒
価
1
5
0
円

平
成
2
1
年
4
月
1
0
日
発
行
（
毎
月
1
0
日
発
行
）
　
印
刷
所
　
㈱
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所
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